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【公開番号】特開2013-239791(P2013-239791A)
【公開日】平成25年11月28日(2013.11.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-064
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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月1日(2015.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理装置であって、
　前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記入力画像信号に画像の歪みを
補正する歪み補正処理を施す歪み補正手段と、
　前記歪み補正処理後の画像信号から動きベクトルを検出する検出手段と、
　前記入力画像信号の画像の歪み度合いに応じて、前記検出手段で検出された動きベクト
ルを歪ませる歪み処理手段と、
　前記入力画像信号と、前記歪み処理手段で歪ませられた動きベクトルとから、前記入力
画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成する生成手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、
　前記生成手段は、前記撮影領域に対しては、前記歪み処理手段で歪ませられた動きベク
トルを用いて補間フレームの画素値を決定し、前記非撮影領域に対しては、補間フレーム
の画素値として同じ位置の前記入力画像信号の画素値を適用する
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記生成手段は、前記入力画像信号のフレーム内の一部の領域の画像の位置を、前記歪
み処理手段で歪ませられた動きベクトルに従って変更することにより、補間フレーム内の
一部の領域の画像を決定するものであり、画像の位置を変更する際に、前記入力画像信号
の画像の歪み度合いに応じて、位置を変更する画像のサイズを変更する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記歪み処理手段は、歪ませられた動きベクトルとして、画素位置毎の動きベクトルを
求める
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】



(2) JP 2013-239791 A5 2015.6.25

　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理装置であって、
　前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記入力画像信号に画像の歪みを
補正する歪み補正処理を施す歪み補正手段と、
　前記歪み補正処理後の画像信号から動きベクトルを検出する検出手段と、
　前記歪み補正処理後の画像信号と、前記検出手段で検出された動きベクトルとから、前
記歪み補正処理後の画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成する生成手段と
、
　前記入力画像信号の画像の歪み度合いに応じて、前記生成手段で生成された補間フレー
ムを歪ませることにより、前記入力画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成
する歪み処理手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、
　前記生成手段は、前記撮影領域に対しては、前記検出手段で検出された動きベクトルを
用いて補間フレームの画素値を決定し、前記非撮影領域に対しては、補間フレームの画素
値として同じ位置の前記歪み補正処理後の画像信号の画素値を適用する
ことを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記検出手段は、縮小処理が施された歪み補正処理後の画像信号から動きベクトルを検
出する
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記縮小処理の縮小率が所定の閾値未満である場合には、前記入力画像信号のフレーム
が、前記入力画像信号のフレーム間を補間する補間フレームとされる
ことを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、
　前記検出手段は、前記撮影領域の画像信号から動きベクトルを検出する
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理装置であって、
　前記入力画像信号から動きベクトルを検出し、検出した動きベクトルを用いて、前記入
力画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成する第１生成手段と、
　前記入力画像信号のフレームを、前記入力画像信号のフレーム間を補間する補間フレー
ムとする第２生成手段と、
　前記入力画像信号が歪んだ画像の信号でない場合に前記第１生成手段で補間フレームが
生成され、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に前記第２生成手段で補間フ
レームが生成されるように、前記第１生成手段の処理と前記第２生成手段の処理を制御す
る制御手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、画像の歪み度合いが所定の閾値以下である場合に前記第１生成手段で
補間フレームが生成され、画像の歪み度合いが前記所定の閾値より大きい場合に前記第２
生成手段で補間フレームが生成されるように、前記第１生成手段の処理と前記第２生成手
段の処理を制御する
ことを特徴とする請求項１０に記載の画像処理装置。
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【請求項１２】
　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理方法であって、
　コンピュータが、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記入力画像信
号に画像の歪みを補正する歪み補正処理を施す歪み補正ステップと、
　コンピュータが、前記歪み補正処理後の画像信号から動きベクトルを検出する検出ステ
ップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号の画像の歪み度合いに応じて、前記検出ステップで
検出された動きベクトルを歪ませる歪み処理ステップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号と、前記歪み処理ステップで歪ませられた動きベク
トルとから、前記入力画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成する生成ステ
ップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１３】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、
　前記生成ステップでは、前記撮影領域に対しては、前記歪み処理ステップで歪ませられ
た動きベクトルを用いて補間フレームの画素値が決定され、前記非撮影領域に対しては、
補間フレームの画素値として同じ位置の前記入力画像信号の画素値が適用される
ことを特徴とする請求項１２に記載の画像処理方法。
【請求項１４】
　前記生成ステップでは、前記入力画像信号のフレーム内の一部の領域の画像の位置を、
前記歪み処理ステップで歪ませられた動きベクトルに従って変更することにより、補間フ
レーム内の一部の領域の画像が決定され、画像の位置を変更する際に、前記入力画像信号
の画像の歪み度合いに応じて、位置を変更する画像のサイズが変更される
ことを特徴とする請求項１２または１３に記載の画像処理方法。
【請求項１５】
　前記歪み処理ステップでは、歪ませられた動きベクトルとして、画素位置毎の動きベク
トルが求められる
ことを特徴とする請求項１２～１４のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１６】
　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理方法であって、
　コンピュータが、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記入力画像信
号に画像の歪みを補正する歪み補正処理を施す歪み補正ステップと、
　コンピュータが、前記歪み補正処理後の画像信号から動きベクトルを検出する検出ステ
ップと、
　コンピュータが、前記歪み補正処理後の画像信号と、前記検出ステップで検出された動
きベクトルとから、前記歪み補正処理後の画像信号のフレーム間を補間する補間フレーム
を生成する生成ステップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号の画像の歪み度合いに応じて、前記生成ステップで
生成された補間フレームを歪ませることにより、前記入力画像信号のフレーム間を補間す
る補間フレームを生成する歪み処理ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１７】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、
　前記生成ステップでは、前記撮影領域に対しては、前記検出ステップで検出された動き
ベクトルを用いて補間フレームの画素値が決定され、前記非撮影領域に対しては、補間フ
レームの画素値として同じ位置の前記歪み補正処理後の画像信号の画素値が適用される
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ことを特徴とする請求項１６に記載の画像処理方法。
【請求項１８】
　前記検出ステップでは、縮小処理が施された歪み補正処理後の画像信号から動きベクト
ルが検出される
ことを特徴とする請求項１２～１７のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１９】
　前記縮小処理の縮小率が所定の閾値未満である場合には、前記入力画像信号のフレーム
が、前記入力画像信号のフレーム間を補間する補間フレームとされる
ことを特徴とする請求項１８に記載の画像処理方法。
【請求項２０】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、
　前記検出ステップでは、前記撮影領域の画像信号から動きベクトルが検出される
ことを特徴とする請求項１２～１９のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項２１】
　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理方法であって、
　コンピュータが、前記入力画像信号から動きベクトルを検出し、検出した動きベクトル
を用いて、前記入力画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成する第１生成ス
テップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号のフレームを、前記入力画像信号のフレーム間を補
間する補間フレームとする第２生成ステップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号でない場合に前記第１生成ステ
ップで補間フレームが生成され、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に前記
第２生成ステップで補間フレームが生成されるように、前記第１生成ステップの処理と前
記第２生成ステップの処理を制御する制御ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項２２】
　前記制御ステップでは、画像の歪み度合いが所定の閾値以下である場合に前記第１生成
ステップで補間フレームが生成され、画像の歪み度合いが前記所定の閾値より大きい場合
に前記第２生成ステップで補間フレームが生成されるように、前記第１生成ステップの処
理と前記第２生成ステップの処理が制御される
ことを特徴とする請求項２１に記載の画像処理方法。
【請求項２３】
　請求項１２～２２のいずれか１項に記載の画像処理方法の各ステップをコンピュータに
実行させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、
　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理装置であって、
　前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記入力画像信号に画像の歪みを
補正する歪み補正処理を施す歪み補正手段と、
　前記歪み補正処理後の画像信号から動きベクトルを検出する検出手段と、
　前記入力画像信号の画像の歪み度合いに応じて、前記検出手段で検出された動きベクト
ルを歪ませる歪み処理手段と、
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　前記入力画像信号と、前記歪み処理手段で歪ませられた動きベクトルとから、前記入力
画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成する生成手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の第２の態様は、
　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理装置であって、
　前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記入力画像信号に画像の歪みを
補正する歪み補正処理を施す歪み補正手段と、
　前記歪み補正処理後の画像信号から動きベクトルを検出する検出手段と、
　前記歪み補正処理後の画像信号と、前記検出手段で検出された動きベクトルとから、前
記歪み補正処理後の画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成する生成手段と
、
　前記入力画像信号の画像の歪み度合いに応じて、前記生成手段で生成された補間フレー
ムを歪ませることにより、前記入力画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成
する歪み処理手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の第４の態様は、
　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理方法であって、
　コンピュータが、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記入力画像信
号に画像の歪みを補正する歪み補正処理を施す歪み補正ステップと、
　コンピュータが、前記歪み補正処理後の画像信号から動きベクトルを検出する検出ステ
ップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号の画像の歪み度合いに応じて、前記検出ステップで
検出された動きベクトルを歪ませる歪み処理ステップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号と、前記歪み処理ステップで歪ませられた動きベク
トルとから、前記入力画像信号のフレーム間を補間する補間フレームを生成する生成ステ
ップと、
を有することを特徴とする画像処理方法である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の第５の態様は、
　入力画像信号のフレーム間を補間して、前記入力画像信号のフレームレートを高める画
像処理方法であって、
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　コンピュータが、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記入力画像信
号に画像の歪みを補正する歪み補正処理を施す歪み補正ステップと、
　コンピュータが、前記歪み補正処理後の画像信号から動きベクトルを検出する検出ステ
ップと、
　コンピュータが、前記歪み補正処理後の画像信号と、前記検出ステップで検出された動
きベクトルとから、前記歪み補正処理後の画像信号のフレーム間を補間する補間フレーム
を生成する生成ステップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号の画像の歪み度合いに応じて、前記生成ステップで
生成された補間フレームを歪ませることにより、前記入力画像信号のフレーム間を補間す
る補間フレームを生成する歪み処理ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法である。
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